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１ 研究目的 

 これまで、「埼玉次世代自動車環境関連技術イノベーション創出センター」に設置された各種研究会にお

いて、産学官連携による新しい基盤技術の開発・地域産業の振興を目的とした「電気自動車（EV）」の開

発が進められてきた。本研究プロジェクトは、それら研究を進めるための実車（実験用車両）制作をおこ

なうものであり、同時にEV のボディデザインの基礎的研究を目的とする。さらには、イノベーション創

出センターの具体的・象徴的な成果物として喧伝することにより、外部資金獲得促進につなげようとする

ものである。 
 
２ デザインコンセプト 

・ 従来の自動車と異なる EV 独自のボディ形状のデザイン開発（機能・物理的制約から飛躍的な解放さ

れた次世代EVの設計思想の提案） 
・ 県内自動車関連企業が持つ特徴的な素材加工技術（カーボンファイバー、チタニウム合金 等）とボデ

ィデザインの融合（次世代自動車に使用される新素材および加工技術とボディデザインの融合） 
 

３ 研究プロセス 

 
Process1~2.  既存のEVデザインについて調査をおこない、従来ボディ形状を把握した上で、アイデ

アスケッチの段階から製作協力企業との協議を通じて、特徴あるデザインの可能性について検討。 



  Process3~6. ラフスケッチ・モデル制作を経て、１分の１スケールのボディ原型を制作 
  Process10~12. 協力企業により実車のボディを制作・組上げ 

 

 

４ 研究成果 

 実車のデザインは県内企業の技術を生かしたユニークなものとなった。その成果は新聞報道や、フェア

の参加で広く喧伝され、さらにテレビ取材が予定されるなど、「イノベーション創出センター」にとどまら

ず「埼玉大学」広報などに拡大した活用が期待されている。実車製作の殆どは外部企業の技術と資金（株

式会社UCHIDA・株式会社東京チタニウム 他５社）によって実現されたものであり、本研究によって生

み出された実車EVは、本研究目的に応じた大きな研究成果である。大学が「デザイン」という“ソフト”、

外部企業が「技術」や「資金」という“ハード”を提供する具体的な成功事例として、今後の外部資金獲

得促進に資するものと考えられる。本研究の目的は十分に達成されたといえるであろう。 


